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発表演題名 東海・北陸におけるウイルス性胃腸炎の発生状況とウイルスの検出状況 

 

発表学会名 平成 21年度地方衛生研究所東海・北陸支部微生物部会 
発表者名 東方 美保 

発表日時 平成２２年３月４日 

発表内容  平成 21年 1月から 12月に東海・北陸地区において発生したウイルス性
胃腸炎集団発生は 85 事例であり、例年より少なかった。また、発生時期
は第 21週からまでと第 43週以降であった。85事例の集団発生のうち 51
事例は仕出し・弁当、飲食店等が発生施設とされ食品の関与が疑われた。 
 検出されたウイルスは東海、北陸どちらの地区でもノロウイルス GⅡ/4
が最も多かった。北陸地区で次いで多く検出された GⅡ/6、GⅡ/3 は東海
地区では検出されなかった。GⅠ/4 は東海地区でのみ検出された。GⅡ/2
はどちらの地区でも検出された。ノロウイルス以外では、東海地区でサポ

ウイルスが、北陸地区で C群ロタウイルスが検出された。 
 発生施設別で検出ウイルスをみてみると、ノロウイルス GⅡ/6による集
団発生は 5件のうちの 3件が小学校、幼稚園・保育園で発生していた。そ
のほかのウイルスについては、食品が関与する施設での発生が多かった。 

 


